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論文内容要旨
 窪958年V&nRood,P貧yne等によって,輸血歴をもたたい妊婦血清中に,自盛球凝集素
 が発見され,この抗体は母晃欝の白磁球の抗原性の差異によって産生さわることが確めら弟た。
 そ即から後,この知見は稼々に増加し,臨床的には輪廓融作押,殊に発熱性の副作用との関係が
 報告さ釦たが,張だ本邦に於てはこの方面の基礎的研究は殆んど友さわてい支い。著者は妊婦血
 清中の,この種の白血球凝集素の出現頻度,撹体億,白血球固有の抗原性友らびに輸血劇作耀等
 について検討を行った。
実験材料
 t採血:シリコン加工を施した注射羅に5%EDTA-N勉1容を入れ,次に0型健康人
 (この白血球を標準白蹴球,即ちP&nel恥ucoc蹄eと掌る)な仏し,各妊婦の夫の肘静脈から9
 容の血液を採取し,よぐ混和する。
 Z白血球分離:この晦液をシリコン加工試験管に移し,%容の5%Dex七r&n生食を加2,
 試験費を4“5。に傾け、5ア。Gに30～40分保ち,赤難球を沈降させ,その上清を吸いとる。しか
 し,ここで上溝の約%を捨てると,残りは白血球数4,000～8,000レ勉がD臼血球浮遊液が鴛ら
 カる0
 3・検査法:白血5求浮遊液のU酒虫!をノ卦試験管にとり,被検瓶溝の等量を方じ2,57。Cに呼
 時齎半inGub&teする。次いで,」%酢酸1滴を加身,試験管を振浸する。最後に載物ガラ
 ス上に1滴とり,倍率100と400～600とで検鏡する。
実験成績
 1.妊娠回数と白斑球凝集素出現頻度二娠…娠1及び華愈愈の経驚なの支い未攻昏女子2〔〕人のi盆溝を対
 照とし,妊婦撫清547例について・検査を行った。白血球凝集i素の証明さかたのは1窪例で,妊
 嬢回数4回は2例`出現率1.8%),2同は3移;ii(&6%),5回は2例(5,5%),4回は2
 例(4、1%),5圓はて例(5.8%),6圏は友く,7騒は1例("%)であった。即ち妊籔
 回数の増加に伴って白血球抗体の翫理率の増加する傾向が認めら治た0
 2.白旗球凝集素と標準白蹴球;白血球もべ,B抗原を有すると考涛らカているが,ここでO
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 型白血球を標準内血球とする場合には,八BO式血液型の凝集反応は考慮する必要は浅い。“
 例の歯面.球凝集素を有する妊婦寵漕中,1例を険い売地の撫清は,使用し売標準白窟球の総てに
 反応したのでは淡く,異る白血球にまちまち費反応を1示した。この抗体を由粟しか免疫原1は,賎
 婦等の夫が有する凝集療が遺伝によって子へ伝2ら勲かものであり,従って央の白血球にも奪住
 すると期待さわ.るものである。それ故,擁準白血球に対するまちまちだ反応は,白面球の特異友
 抗原1の多様性を考ズさせるものである0
 5白血球凝集素の抗体価:11例の妊婦血清中の白血球凝集素の抗体価は、4倍が2例,2
 倍が4例,4倍が1例,8倍が3例,喋6倍が薩例でおつ尭0
 4.白臨球凝集素と輸血副作用:分娩時出血のかめ,はじめて輸血をうけた褥婦24例につき,
 直ちに白血球凝集素の有無と輸血后の副作用との隣係を検討した。白血球凝集素のあるものは5一
 例,その中で翻作用を示したものは2例(66・7%),この抗体を欠くものは2≦例で,その中
 で副作爾を示したのは5例(14,5%)であっか。即ち雨音の副作駕出潮率は甚だしぐ異った。
 こ姻轍副鰯力泊血球の抗原抗体反応に塞ぐものかどうかを細るために次の試験鷺行つ島即
 ち,褥婦K.臓(抗体{蔭8倍)に新鮮血,220m工を輸撫したところ,著明液副作環を示した。
 しかるに,先ず同一人から採取し喪血液にDext撒n生食溶液を加えるなどして鷺血球の少ない
 血液を作成しその216m1の輸血を行ったところ輸無上反応は可成り軽減された0
 5.白旗球凝集素を有する妊婦の皮内反応:肖血球凝集素をもつ婬婦6例を選び,こ潰らの妊
 婦血1溝と凝集反応陰性を示した標準白血球浮遊液を対照とし,凝集反応陽性を・呈した標準白血球
 髄液(舳磁約6畑擢,6×砲矯を,ぴらの貢調の皮内健射し,そのβむ醜鰹
 した。いづ即も対照に比し有意の反応を認めたかった。
結 論
 妊婦甑清中の白虹球凝集素について次の結論を簿尭o
 t輸血歴のたい本邦の妊婦血清中にも白血球凝集素が証明ざ即た。
 Zこの白鍛球凝集素の出職頻度は,妊嬢回数の増加に伴って増加する傾商がみられた〇
 三白血球凝集素の技体価はいづれも窪6倍以下であった。尚,抗体衝と妊娠回数との酔には
 相関関{系は言恵めら酒浸かつフセ。
 4,分娩直後にはじめて輸血をうけ売褥婦24例について,白血球凝集素と発熱性副作用との
 腰i係を横書寸し,抗体をもつ例では,これをもたたいものに比し,発熱性聯i作…屠は遙かに高い頻度
 で認・めら煮た0
 5白f螂求凝集素を有する妊婦6例の標準白血球による皮内反応はいづヵも陰性であっフ㌔
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 審査結果の要旨
 て95δVanRoodeむαエ,p&yneeも良1によって発.冤された縮垂t歴のない妊娠血
 清中の白血球抗体は臨賑的には輸血の副作用と言う、点で重要であるが,本邦に於てはこの方臨の
 基礎的研究が皆無である。筆者は本邦婦人につき血清中の膚魔球凝集素の出現頻度,抗体締,白
 血球固有の抗原性,輸贏講作用疫どについて険索を行っている。
 実験方法:シリコン加ユニ(!又はプラスチック製)注塁寸羅に抗凝趨斉彗として5%EDTヘーNa2
 をとウ,死中静脈より抗凝剤:静脈血嵩窪:9となる如く採血しよぐ混私する。之を・ン塵廻ンカli
 工試験管に移し・%容の5第デキストラン生理的食塩水溶液を加えてよく混翻する。次いでこの
 試験管=を45。に傾け,5ア℃に50～40分放置して赤血球を沈降させる。赤血球の」:に生ず
 る白血球を吸引採取して1甲に供する。.若干の赤魔球の混ずるのは差支なレ～o
 被検者は妊娠9ヵ月から分娩4段目'までの如…妨養褥女帯で,抽後血清を分萬塗し,56qCl'て30分
 庸i拷卜{動イヒした。
 5人のO璽健康人の白曲球を標準白鐵L球とし,又,各妊婦D夫の白血球を採取する。
 白1f巳甥尊季遊液αコ㏄をσ、試船麓営∫にとり被検」猛清嫉歪6Cを力費え,5ア。C1葺寺～霧inc窺b&㌃し餐愛
 で%醋酸マ滴を加えて振撮する。之からマ滴を載せグラスにとって鏡検した。対照試験は妊娠斑
 溝と斉鐵¢)白慈1球とにつき同機の処置を行った(このときの凝集反応はすべて陰性である。)妊
 婦塩溝に美並清を加えると凝集反応するものがある。このような時は妊婦血清に夫血球を加え
 て見ると,混在する微量赤血球のため白血球ごと凝集する。之に醋酸を加えて赤血球を破壊する
 と白血球のみ凝集して残る。このようなケースでは夫白豆艮球の代りに0型健康人白揃1球宙廓る。
 成績:窪)未婚婦人29名には白血球凝集は認められなかった。
 2)経妊婦547例に就て見るにその5%に白魔球凝集素を発見した。経妊回数が多くなる蔽
 ど本獄{集素が増加する傾1司があった0
 5)白煎球凝集素働は最高聾6倍であった0
 4)白血,球凝集素と事禽血畠肝管用と¢)暇;には喜∫成りの相関右係力ま認められた。
 新鞭醜廊で発熱反応を釧、た褥婦(腕伽酬倍)に,第2回の輸血の際白血球部分を吸引し
 少くして翰注すると発熱反応が軽微であった。
 以上は,夫からの適倭に由来する胎児白磁L球から生ずる抗体が妊婦に移行して存在するため,
 之が後日の輸血の際,白血球による凝集.反応1をゲき起し,発熱などの麟作用を発することを証明
 したものである。殊に血液型頻度などには人棟差があり,その意味で本邦人について検索した最
 初のデータである、点で意義がある。
 したがって轍鮒学齢授与する鞭値あ紬,のと判勝る・
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